
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 Ⅲ 編 

当事者団体ヒアリング 
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第１章 調査の概要等 
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第１章 調査の概要等 

１ 調査の目的 

『（仮称）南房総市地域福祉計画・地域福祉活動計画』の策定に向け、その一環として

市内で活動する団体のメンバーが「地域」のどのようなことを問題点・課題と考えてい

るのか、またそれらの解決・改善のために団体として取り組んでいる内容や支援に対す

る希望等について把握し、計画に反映させることを目的とする。 

 

２ 調査の方法 

・調査対象：①市内の各「老人クラブ」（「老人クラブヒアリング」） 

②市の「心身障害者（児）福祉会」（「心身障害者等福祉会ヒアリング」） 

・実施時期：①老人クラブヒアリング    …平成31年３月20日（水） 

②心身障害者等福祉会ヒアリング…  同 ４月19日（金） 

 

３ 開催概要 

①老人クラブヒアリング…午前９時30分～11時20分 於千倉保健センター 参加者数：29人 

   ②心身障害者等福祉会ヒアリング…午前11時30分～午後０時30分 於魚赤 参加者数：18人 
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第２章 開催結果のまとめ 
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第２章 開催結果のまとめ 

Ⅰ 老人クラブヒアリングからの課題・意見・要望等のまとめ 

富浦地区 

○クラブのメンバーや、役員のなり手も不足している。 

○「買い物難民」の問題が深刻。また、通院も大変⇔市のバスを、送迎バスとして使えないか。 

 ・『アイリスの里』の好事例がある。 

○路線バスの路線が途切れている箇所があるが、何とかつなげてほしいと思っている。 

 

富山地区 

○バスの路線の問題に関しては、“バス停まで（どうやって行くか）”の問題もあり、工夫が必要で、

現在いくつかトライしている。 

○「ノンステップバス」の導入を促進してほしい。 

○また、「ボランティア輸送」を、今後もっと拡げられないだろうか。 

○今後「成年後見（人）制度」の活用が、銀行や年金の引出しの手続き等に必要になってくると考

えられる。 

○「介護予防」の課題があるが、鋸南町で成功事例があり、ＯＢ・ＯＧも含めた市の職員に導入を

お願いしたい。 

○小学校の跡地を、“救急医療の拠点”にしてほしい（医療器具、ベッド、リヤカー等を入れて）。 

  

三芳地区 

○所謂「独居老人」が増加して、買い物などの場面で苦労している。 

 特に女性の独居が多く、運転免許証を返納した後は本当に大変である。 

○老人クラブも存続の危機の段階に入っている。⇔若い人たちは、そういうことに対する考え方も

自分たちの世代とはそもそも少し違っているように思う。 

○存続に向け「補助金をもらう」という考え方もあるが、補助金は、もらうと役所への書類の作成・

提出などの事務も大変 

○生協のサービスについては、パンフレット類が多過ぎて、却って選びにくい。 

 

白浜地区 

○会員増を図りたいが、⇔他の会との重複加入だったりすると、会費等も大変 

○社協や区長（、市）にも応援してほしい。 

○活動も、「会費」だけでは厳しい。活動の補助（金）をいただきたい。 

○役員等のなり手の不足も課題 

○災害時に向けた備えに関して、動けない人にも避難訓練に参加していただくことが重要と思うの

で、それが可能となる環境づくりを。 

 

千倉地区 

○組織の強化と活性化について、区長会に支援をお願いしたい。 
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          ↓↑ 

○区長（会）との連携でクラブの再生に成功した事例があり、その連携は重要である。→全市的に

拡げられないか、と考えている。 

○26区中、８区で先駆的な取り組みが行われている。 

○市民の「教育」も必要だと思う。…市民の集会へ、市や社協の職員が出向いて説明等すると良い

のではないか。 

 

丸山地区 

○過疎化が進み、病気の際などは大変 

○健康相談、リハビリ、（各種）詐欺対策の講話などを、「サロン」での茶話会で行っている。 

 

和田地区 

○買い物・病院への外出については、当地区でも問題となっている。 

○「老人会」は、14の行政区のうち７団体のみにしか無く、課題である。←会長のなり手がいない

ことも一因。 

○他地区における成功例を参考にしたいと思う。 

○会員の友達の方に個別に話して新規会員になっていただくという方策があり、結構有効である。 
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Ⅱ 心身障害者等福祉会ﾋｱﾘﾝｸﾞからの課題・意見・要望等のまとめ 

【団体に入っていて良かったと思うこと／団体としての課題と解決・改善策】 

○福祉会があるお蔭で仲間ができて楽しい（花見、バーベキューなど）。 

○役員の引き受け手がいない。 

○会員の減少＝若い会員がいない。 

 

【地域生活での課題と解決・改善策など】 

○若い人が少ない＝働く場所の確保が不可欠。 

○独居が多く具合が悪くなった時に心配。 

○あると安心できる「緊急通報システム」があることを知らなかった。→福祉サービス等の情報提供が

欲しい。「配食サービス」、「移送サービス」等についても同様。 

 

【外出・移動等について】 

○移動手段が無くて、困っている。 

○「移動販売」を利用している。 

○移動販売では、欲しいものが（置いていなくて）買えない。 

○生協のサービスは、ゆっくり選べる。 

○社協の移送サービスは、必要な時にすぐは使えない。 

○社協の移送サービスの充実を望む。 

○友人・知人に頼んで外出支援してもらっている。 

○「タクシー券」は良いのだが、タクシー自体が高額。代替の移動手段が必要。 

 

【その他、要望など】 

○「老人クラブ」が元気だと「福祉会」も元気になれる。 

○会員が減少しているが、「会への加入は恥ずかしい」と言っている発言を聞いたりするとがっかりす

る。 

○計画の策定に際しては、必ず「住民代表」の委員を入れてほしい。 
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【開催風景】 

○ 老人クラブヒアリング 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 心身障害者等福祉会ヒアリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


